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衆
議
院
議
員
長
島
昭
久
君
提
出
海
賊
対
策
と
公
共
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

ソ
マ
リ
ア
沖
海
域
（
公
海
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
日
本
船
舶
が
約
四
日
に
一
隻
の
頻
度
で
通
航
す
る
な
ど
、
我
が

国
に
と
っ
て
欧
州
や
中
東
か
ら
東
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
極
め
て
重
要
な
海
上
交
通
路
に
当
た
る
。
世
界
全
体
で
は
海
賊
事
案
発
生

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
こ
の
海
域
に
お
い
て
、
本
年
は
既
に
昨
年
一
年
間
の
二
倍
を
超
え
る
事
案
が
発
生
し
、
最
近
で

も
事
案
が
多
発
・
急
増
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
懸
念
す
べ
き
事
態
で
あ
り
、
船
舶
の
航
行
の
安
全
の
確
保
、
海
外
に
お
け

る
日
本
人
の
生
命
及
び
身
体
の
保
護
等
の
た
め
の
対
策
を
可
能
な
も
の
か
ら
早
急
に
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
事
態
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
（
以
下
「
安
保
理
」
と
い
う
。
）
決
議
第
千
八
百
十
六
号
、
第
千
八
百
三
十
八
号
及
び
第
千

八
百
四
十
六
号
は
、
具
体
的
な
規
定
振
り
に
一
定
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
海
賊
行
為
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約

（
平
成
八
年
条
約
第
六
号
）
第
百
一
条
に
規
定
す
る
海
賊
行
為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
等
に
対
す
る
ソ
マ
リ
ア
沖
海
域
で

活
動
し
て
い
る
軍
艦
等
に
よ
る
警
戒
、
当
該
海
域
へ
の
軍
艦
等
の
派
遣
等
を
要
請
す
る
な
ど
、
当
該
海
域
に
お
け
る
海
賊
行

一



為
等
を
抑
止
等
す
る
上
で
軍
艦
等
が
果
た
す
役
割
を
重
視
す
る
安
保
理
の
意
思
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

三
に
つ
い
て

北
大
西
洋
条
約
機
構
は
、
平
成
二
十
年
十
月
下
旬
か
ら
、
ソ
マ
リ
ア
向
け
人
道
支
援
物
資
輸
送
の
た
め
国
際
連
合
世
界
食

糧
計
画
が
契
約
し
た
船
舶
（
以
下
「
Ｗ
Ｆ
Ｐ
契
約
船
舶
」
と
い
う
。
）
へ
の
併
走
及
び
海
賊
行
為
抑
止
の
た
め
の
ソ
マ
リ
ア

沖
海
域
の
哨
戒
を
実
施
し
て
き
た
が
、
同
年
十
二
月
十
二
日
に
こ
の
活
動
が
終
了
し
た
旨
発
表
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。
欧

州
連
合
は
、
同
月
八
日
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
契
約
船
舶
へ
の
併
走
及
び
ソ
マ
リ
ア
沖
海
域
に
お
け
る
監
視
等
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
の
国
で
は
、
現
時
点
で
、
イ
ン
ド
及
び
マ
レ
ー
シ
ア
が
ソ
マ
リ
ア
沖
海
域
に
艦
船
を
派
遣
し
て
い
る
と
承

知
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
契
約
船
舶
に
は
、
昨
年
十
一
月
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ

ン
ダ
、
カ
ナ
ダ
等
の
軍
艦
が
併
走
し
て
お
り
、
そ
の
間
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
現
在
で
も
ソ
マ
リ
ア
沖
海
域
に
お

二



い
て
海
賊
事
案
が
多
発
・
急
増
し
て
い
る
も
の
の
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
契
約
船
舶
に
対
す
る
海
賊
等
に
よ
る
襲
撃
事
件
は
発
生
し
て
い

な
い
と
承
知
し
て
い
る
。
か
つ
て
Ｗ
Ｆ
Ｐ
契
約
船
舶
が
海
賊
の
乗
っ
取
り
を
受
け
た
事
案
が
あ
っ
た
と
も
承
知
し
て
お
り
、

こ
の
海
域
を
通
航
す
る
船
舶
の
航
行
の
安
全
確
保
に
お
い
て
、
軍
艦
が
併
走
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
い
る
抑
止
の
意
義
は
大

き
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
国
が
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。

六
に
つ
い
て

海
賊
行
為
の
認
定
は
、
国
際
法
上
、
個
別
具
体
の
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
を
含
め
、
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条

約
第
百
一
条
に
照
ら
し
て
、
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

七
及
び
九
に
つ
い
て

海
上
保
安
庁
は
、
海
上
保
安
庁
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
上
に
お

け
る
犯
罪
の
予
防
及
び
鎮
圧
、
海
難
救
助
そ
の
他
海
上
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
事
務
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
海
上
の
安

全
及
び
治
安
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
務
等
は
、
日
本
国
民
の
人
命
及
び
財
産
の
保
護
に
寄

三



与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
の
目
的
の
達
成
に
資
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
同
法
第
一
条
第
一
項
の
「
人
命
及
び

財
産
」
は
日
本
国
民
以
外
の
者
の
も
の
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
者
の
人
命
及
び
財
産
に
対
す
る
海
賊
行
為
に
対

し
て
所
要
の
措
置
を
と
る
こ
と
も
同
庁
の
事
務
に
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
。

八
に
つ
い
て

海
上
保
安
庁
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
海
難
」
と
は
、
一
般
に
、
海
上
に
お
け
る
船
舶
又
は
航
空
機
の
遭
難
そ

の
他
海
上
に
お
い
て
人
命
若
し
く
は
財
産
に
被
害
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
態
を
い
い
、
そ
の
原
因
が
自
然

現
象
に
よ
る
も
の
に
限
ら
れ
ず
、
御
指
摘
の
「
遭
遇
」
も
海
難
に
含
ま
れ
得
る
。

十
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
事
案
ご
と
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
一
概
に
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
三
十
条
は
、
「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
人
の
住
居
若
し
く
は
人
の
看
守

す
る
邸
宅
、
建
造
物
若
し
く
は
艦
船
に
侵
入
し
、
又
は
要
求
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ら
の
場
所
か
ら
退
去
し
な
か

っ
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
規
定
は
、
同
法
第
一
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
の
「
日
本
国
外
に
あ
る
日
本
船
舶
」
内
に
お
い
て
罪
を
犯
し
た
者
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。

四



十
一
に
つ
い
て

海
上
保
安
官
は
、
海
上
に
お
け
る
犯
罪
が
正
に
行
わ
れ
よ
う
と
す
る
の
を
認
め
た
場
合
又
は
海
上
に
お
い
て
危
険
な
事
態

が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
人
の
生
命
若
し
く
は
身
体
に
危
険
が
及
び
、
又
は
財
産
に
重
大
な
損
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
り
、

か
つ
、
急
を
要
す
る
と
き
は
、
海
上
保
安
庁
法
第
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
御
指

摘
の
行
為
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
為
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
当
該
措
置
の
態
様
を
具
体
的
に
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
海
上
保
安
官
は
、
海
上
保
安
庁
法
第
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年

法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
公
務
執
行
に
対
す
る
抵
抗
の
抑
止
等
の
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
相
当

な
理
由
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
武
器
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
正
当
防
衛
若
し
く
は
緊
急
避
難
に
該
当
す
る
場
合
又
は
一
定
の
凶
悪
犯
罪
を
現
に
犯

し
た
者
等
が
海
上
保
安
官
の
職
務
執
行
に
対
し
て
抵
抗
す
る
と
き
、
こ
れ
を
防
ぎ
、
若
し
く
は
逮
捕
す
る
た
め
に
他
に
手
段

が
な
い
と
海
上
保
安
官
に
お
い
て
信
ず
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
の
あ
る
等
の
場
合
を
除
い
て
は
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
武
器
を
使
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
き
、
個
々
の
事
案
に
応
じ

五



て
対
処
す
る
こ
と
と
な
る
。

十
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
不
審
船
事
案
に
お
い
て
は
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
四
十
一
条
第
二
号
の
検

査
忌
避
罪
を
犯
し
た
犯
人
の
逃
走
を
防
止
す
る
等
の
た
め
、
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
が
上
空
及
び
海
面
に
向
け
て
威
嚇
射
撃

を
行
い
、
並
び
に
威
嚇
の
た
め
の
船
体
射
撃
を
行
っ
た
が
、
そ
の
法
的
根
拠
は
、
海
上
保
安
庁
法
第
二
十
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
第
七
条
本
文
で
あ
る
。

ま
た
、
当
該
不
審
船
の
突
然
の
攻
撃
に
対
処
す
る
た
め
、
正
当
防
衛
の
た
め
の
射
撃
を
行
っ
た
が
、
そ
の
法
的
根
拠
は
、

海
上
保
安
庁
法
第
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
第
七
条
で
あ
る
。

十
三
に
つ
い
て

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
十
四
条
の
三
に
規
定
す
る
在
外
邦
人
等
の
輸
送
は
、
外
国
に
お

け
る
緊
急
事
態
に
際
し
て
外
務
大
臣
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
、
生
命
又
は
身
体
の
保
護
を
要
す
る
邦
人
等
の
輸
送
を
行

う
も
の
で
あ
り
、
同
法
第
三
条
第
一
項
の
国
民
の
生
命
又
は
財
産
の
保
護
を
含
め
た
公
共
の
秩
序
の
維
持
に
係
る
任
務
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

六



ま
た
、
在
外
邦
人
等
の
輸
送
に
お
い
て
、
外
国
人
を
同
乗
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
は
、
邦
人
を
輸
送

す
る
航
空
機
等
に
余
席
が
あ
る
場
合
に
、
人
道
上
の
見
地
か
ら
当
該
邦
人
と
同
様
の
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
外
国
人
の
輸
送

を
行
う
と
の
趣
旨
で
あ
る
。

十
四
に
つ
い
て

自
衛
隊
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
よ
る
治
安
出
動
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
間
接
侵
略
そ
の
他
の
緊

急
事
態
に
際
し
て
、
一
般
の
警
察
力
を
も
っ
て
は
、
治
安
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
自
衛

隊
の
全
部
又
は
一
部
の
出
動
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
緊
急
事
態
は
海
上
に
お
け
る
場
合
が
排

除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
自
衛
隊
法
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
は
、
防
衛
大
臣
は
、
海
上
に
お
け
る

人
命
若
し
く
は
財
産
の
保
護
又
は
治
安
の
維
持
の
た
め
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、

自
衛
隊
の
部
隊
に
海
上
に
お
い
て
必
要
な
行
動
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
治
安
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
は
、
自
衛
隊
法
第
八
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
警
察
官
職

務
執
行
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
自
衛
隊
法
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に

七



よ
り
同
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
一
に
該
当
す
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必

要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
当
該
自
衛
官
の
う
ち
海
上
自
衛
官
に
あ
っ
て
は
、
同
法

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
海
上
保
安
庁
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。こ

れ
に
対
し
て
、
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
は
、
自
衛
隊
法
第
九
十
三
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
当
該
自
衛
官
の
う
ち

海
上
自
衛
官
に
あ
っ
て
は
、
自
衛
隊
法
第
九
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
海
上
保
安
庁
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
五
に
つ
い
て

海
上
に
お
け
る
人
命
若
し
く
は
財
産
の
保
護
又
は
治
安
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
第
一
義
的
に
は
海
上
保
安
庁
の
責
務
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
上
保
安
庁
の
み
で
は
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
特
別
の
必
要
が
あ
る

と
し
て
自
衛
隊
法
第
八
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
と
し
て
自
衛
隊
の
部
隊
が
海
上
に
お
い
て
必

要
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

八



十
六
に
つ
い
て

海
賊
行
為
へ
の
対
処
の
た
め
自
衛
隊
法
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の

自
衛
官
が
、
公
海
上
に
お
い
て
、
海
賊
行
為
で
あ
っ
て
我
が
国
の
刑
罰
法
令
が
適
用
さ
れ
る
犯
罪
に
当
た
る
行
為
を
行
っ
た

者
に
対
し
、
同
法
第
九
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
第
七
条
の
範
囲
内
で
武
器
を
使
用
す
る
こ

と
は
、
国
際
法
上
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
武
器
の
使
用
は
、
憲
法
第
九
条
が
禁
ず
る
「
武
力
の
行

使
」
に
当
た
ら
な
い
。

九


